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当
ベ
ル
ラ
ン
ド
総
合
病
院
は
、

平
成
　
年
　
月
に
厚
生
労
働
省
よ

り
「
単
独
型
臨
床
研
修
病
院
」
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。
翌
年
４
月

に
入
職
し
た
第
１
期
生
の
初
期
臨

床
研
修
医
４
名
は
今
年
３
月
に
無

事
修
了
し
、
現
在
第
２
期
生
と
第

３
期
生
を
合
わ
せ
て
計
７
名
の
初

期
臨
床
研
修
医
が
当
院
に
在
籍
し

て
お
り
ま
す
。

　
小
職
は
、
以
前
よ
り
臨
床
研
修

関
係
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
３
月
か
ら
は
、
も
っ

ぱ
ら
臨
床
研
修
関
連
の
業
務
の
み

を
担
当
、
見
学
・
実
習
希
望
者
の

案
内
は
も
と
よ
り
臨
床
研
修
医
の

採
用
か
ら
初
期
研
修
の
進
捗
管
理

等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
は
も
ち

ろ
ん
、
近
畿
厚
生
局
等
主
催
の
セ

ミ
ナ
ー
や
民
間
の
合
同
説
明
会
に

参
加
し
、
医
学
生
に
研
修
シ
ス
テ

ム
等
の
案
内
・
説
明
等
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
お
蔭
様
で
、
問
合
せ
件
数
、
研

修
希
望
者
数
や
、
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
で
当
院
を
１
位
で
指
名
し

た
登
録
者
数
は
、
年
々
増
え
続
け

て
お
り
ま
す
（
図
）
。 

新
た
な
卒

後
医
師
臨
床
研
修
（
初
期
臨
床
研
修
）

は
、
決
め
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

指
導
医
の
も
と
、
２
年
間
で
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
ケ
ア
を
修
得
す
る
た
め
に
、

基
本
診
療
科
（
内
科
、
外
科
、
救
急
・

麻
酔
）
と
必
修
診
療
科
（
小
児
科
、

産
婦
人
科
、
精
神
科
、
地
域
保
健
・

医
療
分
野
）
を
ロ
ー
テ
ー
ト
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
等
を
経
験
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、

３
か
月
の
小
児
科
研
修
、
１
か
月

で
多
様
な
施
設
を
回
る
地
域
保
健
・

医
療
分
野
研
修
の
ほ
か
、
６
か
月

間
の
希
望
科
目
を
研
修
医
が
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
　
年
度
か
ら
は
、
地

域
の
開
業
医
の
先
生
方
に
も
臨
床

研
修
協
力
施
設
と
し
て
多
数
（
現

在 
 
 

名
）
ご
協
力
い
た
だ
き
、
よ

り
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
を
体
験
・

習
得
で
き
る
よ
う
に
鋭
意
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。

 

一
方
、
初
期
臨
床
研
修
を
修
了
し

た
卒
後
３
年
目
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
後

期
臨
床
研
修
医
（
専
攻
医
）
」
の

採
用
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

　
　

地
域
の
医
療
・
福
祉
機
関
の
皆
様

と
と
も
に
優
秀
な
臨
床
医
を
育
て

て
い
く
連
携
体
制
を
築
い
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

今
後
と
も
、
当
院
の
卒
後
医
師

臨
床
研
修
へ
の
取
り
組
み
に
対
し

ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

臨床研修医制度について

臨床研修室
課長補佐

満壽川　修

 

平
成 

 

年
、
当
院
の
初
期
研
修
医
一
期
生

と
し
て
入
職
し
ま
し
た
が
、
学
生
時
代
に

多
く
の
先
生
方
か
ら"

研
修
で
は
症
例
が
豊

富
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
か
ら
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
患
者
さ
ん
に
接
す
る
こ

と
が
大
切
だ"

と
ア
ド
バ
イ
ス
頂
い
て
い
ま

し
た
。
研
修
医
が
４
人
と
少
人
数
の
割
に

症
例
が
豊
富
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
れ
を
体

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
院
で
は

年
間
約
　
件
の
手
術
が
行
わ
れ
て
お
り
、

麻
酔
科
医
師
不
足
と
い
わ
れ
る
昨
今
、
麻

酔
科
常
勤
医
が
　
名
在
籍
し
、
か
つ
全
員

が
専
門
医
以
上
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
に

魅
了
さ
れ
ま
し
て
、
後
期
研
修
医
と
し
て

当
院
麻
酔
科
で
研
修
を
続
行
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
現
在
、
当
院
の
後
期
研
修
医
は
　
人
で

す
が
、
来
年
度
か
ら
は
初
期
研
修
医
が
　

人
と
増
員
と
な
り
、
ま
す
ま
す
活
気
に
満

ち
た
病
院
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
院

の
研
修
医
一
期
生
と
し
て
、
ま
た
一
人
前

の
麻
酔
科
医
を
目
指
し
て
研
鑚
を
積
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

麻酔科　篠原こずえ
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新
生
児
集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
と
は

　
新
生
児
集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
は
、

日
本
看
護
協
会
が
特
定
し
て
い
る
認

定
看
護 

 

分
野
の
ひ
と
つ
で
、
平
成
　
　

年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
急
性
か
つ

重
篤
な
状
態
に
あ
る
新
生
児
に
お
い
て

も
、

  

１
．身
体
的
お
よ
び
心
理
社
会
的
障    

 

　　害
を
残
さ
な
い
よ
う
生
理
学
的
な   

    

安
定
化
を
は
か
る

  

２
．神
経
行
動
学
的
発
達
を
助
け
る

 

３
．心
理
的
に
危
機
状
態
に
あ
る
両
　

　 

　親
・家
族
が
子
ど
も
と
の
関
係
を  

  

　形
成
で
き
る
よ
う
個
別
ケ
ア
す
る
こ

　　　と
を
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

 
本
制
度
は
、保
健
師
、助
産
師
、看
護

師
い
ず
れ
か
の
免
許
取
得
者
で
、
実
務

経
験
が
通
算
５
年
以
上
あ
り
、
そ
の
う

ち
通
算
３
年
以
上
は
認
定
看
護
分
野

の
経
験
が
あ
れ
ば
、
認
定
看
護
師
教
育

課
程
を
受
講
す
る
た
め
の
入
学
選
抜

試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
選

抜
試
験
（
筆
記
試
験
と
面
接
）
を
合
格

後
、
６
ヵ
月
以
上
、  

時
間
以
上
の
認

定
看
護
師
教
育
課
程
を
受
講
し
、
修

了
す
る
と
筆
記
試
験
と
書
類
審
査
に

よ
る
認
定
看
護
師
認
定
審
査
を
受
け
、

合
格
者
に
認
定
資
格
が
与
え
ら
れ
ま

す
。
レ
ベ
ル
保
持
の
た
め
５
年
ご
と
に
更

新
審
査
を
受
け
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
勤
務
し
て
５
年
、
新
生

児
看
護
に
魅
力
を
感
じ
始
め
た
も
の
の
、

『
私
の
看
護
は
こ
れ
で
い
い
の
か
、
私
の
看

護
は
人
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
？
』
と

い
う
思
い
が
湧
い
て
き
て
、
自
問
自
答
す

る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
新
生
児
集
中
ケ
ア
認
定

看
護
師
の
研
修
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
聞

き
、
自
分
の
実
力
が
ど
の
程
度
通
用
す

る
の
か
試
し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

平成７年　ベルランド看護助産専門学校卒 助産師免許取得

          ベルランド総合病院　産婦人科病棟勤務

平成11年　　　　　同　 　　　  NICU勤務

平成14年　　　　　同   　　　  NICUリーダー

平成17年  新生児集中ケア認定看護師取得

平成18年  　　　　同        　 NICU主任           

３０

Ｈ

う
ま
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
、
子
ど
も
に

と
っ
て
よ
り
良
い
結
果
を
も
た
ら
し
ま

す 

２
．気
管
内
チ
ュ
ー
ブ
の
テ
ー
プ
固

定
も
医
療
者
の
安
心
感
の
た
め
に
ベ
タ

ベ
タ
張
ら
ず
、効
果
的
に
貼
付
し
ま
す

等
々
、
話
が
で
き
な
い
子
ど
も
達
を
前

に
し
て
、
医
療
者
主
体
で
は
な
く
子
ど

も
達
の
た
め
に
や
る
べ
き
こ
と
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。

　
私
は
１
期
生
で
す
か
ら
、
新
生
児
集

中
ケ
ア
認
定
看
護
師
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と

し
て
、
全
国
の
　
　
　
　
　
　
　
に
散
っ
た
　
　

人
の
仲
間
（
大
阪
府
下
で
は
大
阪
府

立
母
子
保
健
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と

ベ
ル
ラ
ン
ド
総
合
病
院
の
２
名
）
と
と

も
に
専
門
性
や
役
割
を
明
確
に
し
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

研
鑚
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　新生児集中ケア認定看護師　

　　　　　　 主任　畠山知子

新
生
児
集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師

と
し
て

　
新
生
児
集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
の

役
割
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
”
こ
れ
“
と

い
う
特
化
さ
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
　
１
．
モ
ニ
タ
ー
の
張
り
方
に
よ
っ
て

NICUとは？
　Neonatal　Intensive　Care　Unitの略で、2500g以下

の低出生体重児（未熟児）や病気の赤ちゃんのための

病棟です。

◆NICUの施設基準

・専任の医師が常時勤務

・入院患者3人に対して1人以上の看護師または助産

　師が常時勤務

・1床当たり７㎡以上の広さを有する

・以下の装置および器具を室内に常時備えている

��①救急蘇生装置

��②新生児用呼吸循環監視装置

��③新生児用人工換気装置

��④微量輸液装置

  ⑤経皮的酸素分圧監視装置または経皮的動脈血��      

  　 酸素飽和度測定装置

��⑥酸素濃度測定装置

��⑦光線治療器

・自家発電装置を有している病院であって、院内で電���

　解質定量検査、血液ガス分析を含む必要な検査が

　常時実施できる

・原則として、バイオクリーンルーム

当院は平成9年10月取得、現在大阪府下で22病院

17

600

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ

認
定
看
護
師
取
得
の
き
っ
か
け

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
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